
はじめに
神崎ゼミでは、チーム視点で課題に取り組むこと、

共同学習の場を作り出すこと、以上の2点に取り組
んでいる。共創インターンシップ事業では、①神崎ゼ
ミ3年生（専門ゼミナールⅠ・Ⅱ）が、連携先の2企業と
ともにインターンシップの企画づくりに取り組んだ。
また、②神崎ゼミ2年生（基礎専門ゼミナールⅠ・Ⅱ）は、
3年生が企業と企画したオーダーメイド型のインター
ンシップに実際に参加し、地域企業の課題に対する成
果物を報告した。

活動内容
8月以降、神崎ゼミ3年生は協力企業2社を複数回

訪問し、インターンシッププログラムづくりのため
のインタビュー調査を実施した。結果、各企業のつよ
み、また PR ポイントが上手く伝えられていない点
に注目した。学生視点から各企業の魅力を伝えるた
めに、企業 PR 動画の絵コンテを作成するインター
ンシップ企画を考えた。

11月以降、2年生は企業分析や業界分析を行い、企
業訪問をしたうえで、動画絵コンテを作成し、成果報
告のためのプレゼン資料の作成、1月20日に企業や
ゲストを招いた成果報告会を行った。

企業A（菓子製造）：お土産物菓子の製造に強みを
持ち、日本全国や海外の観光地で販売されている
が、BtoB企業であるため販売される段階では会社
名が認知されていない。働いている人や求職者に強
みが伝わっていない事がわかり、ブランド認知を高
める企業動画の絵コンテを作成した。

PR 動画絵コンテ①従業員・求職者向け：企業が
取り組む SDGsのゴールを示すとともに、女性の働
きやすさなど多様な人材が活躍する様子を伝え、イ
ノベーティブな会社であるとＰＲした。

PR 動画絵コンテ②従業員、地域の人向け：全国各
地のお土産物屋に企業 A のお菓子が置かれており、
笑顔を作り出していることを伝える絵コンテを作成
した。

企業B（宿泊業）：コロナ禍のビジネス客の出張需
要の低下など、新たな顧客獲得に課題があると考え
たため、新たなターゲットとなるグループにホテル
の新しい使い方を提案する動画絵コンテを作成し
た。PR動画絵コンテ①ビジネス客・若者向け：都
市型観光の拠点としての利用を提案した。ホテルの
立地や地元食材を提供している無料朝食に注目し、
地元の人お勧めが楽しめる宿泊先であることをＰＲ
した。

PR 動画絵コンテ②既存顧客以外の利用者拡大：
女子会の会場としての利用や、メイクルームとして、
またオンライン会議のためのワークスペースとして
の利用など、回転率を高める日中の利用を提案した。

成果、結果の考察
プログラム参加学生にとっては、インターンシッ

プを企画する、というだけではなく、企業との連携に
より実践的な事業運営の方法を経験した。

また、2年生は企業が伝えたい情報を受け取るだ
けではなく、自分たちで企業の情報の中から良い点
を見つけ、学生に伝えるためのコンテンツづくりに
取り組んだ。また、企業課題にとりくむために自ら情
報を探す力を身に付けることができたと考える。

今後の課題、展望
産学連携型の実践的な学生の学びやそれらを通じ

たキャリア思考の形成の機会として発展させたい。
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